
2003年 河南 ・山西訪碑 行報告

舩 田 善之

は じめ に

筆者 は、2003年3月7日 か ら13日 まで の7日 間 、河南省 鄭 州了行 ・榮 陽市 ・済源 市

及び 山西 省晋城 市 ・沢 州 県 ・長治 市 ・長治 県 ・交城 県 にお い て、史跡 ・石碑 の調 査 を

行 った。 本稿 は 、 この調 査 の概 要 を報 告す るもの であ る。 本報 告 に関連 して、飯 山知

保 、井黒 忍両 氏 と舩 田で作成 した 「榮 陽 ・沁県 ・交城 現存確 認 金元碑 目録」 を、本 号

に掲載 して い るので、 あわせ て参 照 して いた だき たい。

筆者 は、これ に先 だつ2002年4月26日 か ら5刀8日 、井 黒忍 ・飯 山知保 とともに、

陳西 ・1」」西両省 で 史跡 ・石碑調 査 を行 って い るL飯 山 ・井黒 ・舩 田2002](D。 メ ンバ

ーの三名 が華 北地 域、 と りわ け山西 の碑 刻 に関 心が あ ったた め、 この調 査 を計画 した

の で あるが、 当然 の こ となが ら、…度 の調査 で 山西 省各地 を網 羅す るこ とは不可能 で

ある。したが って 、以 後の調 査継 続 を期 してお り、そ の第一 候補 と して挙 が った のが、

山西省 東 南部 の長 治 ・晋城 の両 市域 で あった。 当該 地域 の調 査は 、2004年8月 に実現

す る こ とにな る[井 黒 ・舩 田 ・飯 山2005]。 そ の予備 的調 査 と位 置づ け られ るのが、

本稿 で報 告す る調 査 で、筆 者が 単独 で遂行 した。 さ らに、筆者 が 当時 か ら と りくんで

い た、13～14世 紀 のモ ン ゴル 文書行 政 の研 究 の 一環 と して 、直 訳体碑 文 を実 見す べ く、

榮 陽 ・済源 ・交城 をル ー トに組 み込み 、以 下の よ うな行程 となっ た。

北京 市 一鄭州 市 一榮 陽 市 一済源 市 一博愛 県 一晋城 市 ・沢州 県 一長治 市 ・県 一沁

県 一太原 市 一交城 県 一北京 市 ω

筆者 らが継続 してい る石碑調 査 、 な らび に調査 報告 ・石碑 目録 執筆 の[的 や 意義 に

つ いて は、[飯 山 ・井 黒 ・舩 田2002][井 黒 ・舩 田 ・飯 山2005]で 述べ てい るので、 こ

こで は贅言 しな い。なお 、2004年8月 の調 査 と重複す る寺廟(済 源 市済濱廟 ・陽 台宮 ・

紫微宮 、 沢州 県青 蓮寺 ・玉 皇廟 、長 治 市城 陛廟)に 関す る記述 は 、 ご く簡 略 に留 めた

の で、そ の詳細 につい ては[井 黒 ・舩 田 ・飯 山2005]を 参照 され た い。

行程 日誌

3月7日(金)北 京 一鄭州 一榮 陽 一鄭 州 快 晴

3:20起 床 して身 支度 を整 え、3:40宿 舎 を出発。 タク シー に て4:00に 北京駅 到着。

定刻5:14よ り若=「遅れ た、恰 ホ浜 駅発 広州 東駅行 きT235次 列車 に 乗 り込む。

12:20頃 、鄭 州駅 着。 まず 、最初 の 目的地 は 、鄭州 市街 か らみて 南西 方向 に位 置 す

る榮陽 市/¥郷 の洞 林 寺で あ る。鄭 州 か ら質 略郷 へ直 通のバ ス が あるか ど うかわ か ら

ない ので 、タ クシー をチ ャー ター。1時 間 ほ どで洞林 寺に到着 。境 内に は10基 の碑 刻

(D本 稿 の参 考文 献 につ いて は
、本 号掲載 の 「榮陽 ・沁 県 ・交城 現 存確認 金 元碑 目録 」の参 考 文献 … 覧

を参 照 され た い。
(2)[井 黒 ・舩 田 ・飯 山2005〕 所 載 の地 図 を参照 され た い

。
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が立 ってお り、そ の 中に、

至 正2年 「鄭州 榮陽 県洞 林

大 覚禅 寺蔵 経記 」【H3】(3)

及 び 「聖 旨之碑 」【H5】 が

立 っ。 前者 の碑 陰 は 「歴 代

分 派之 図」。後 者 は、聖 旨二

通 ・謙 旨一 通 ・法 旨一通 ・

令 旨四通 【1-1・6～12】 が

合刻 され る。 風 化 ・摩 耗 が

激 しく、大 半 の文字 が視認

で きない。 碑 陰は 、至正2

年 「鄭 州榮 陽 県洞林 大覚禅

寺 第一 代西 堂宝 公大 宗師類

古 序」 【1-14】。 また、柵 の

中 に石碑 な どが集 め られ て

いた が、 目視 した 限 り、 目

を惹 くものは なか った。 タ

ク シー の運 転手 に急 か され、

寺 を後 にす る。14:55鄭 州

駅 前 に戻 る。

バ スで 、河南省 博 物院 へ

向か い参観(15:30～16:40)。

その後 、 中州 古籍 出版社 を

訪 問 して か ら、 タク シー で

「鄭州 商代 遺士止」へ 。 土城

写真1洞 林寺 「聖 旨之碑 」

を散策 した後、徒歩で城陛廟へ向か うが、すでに閉門 していた。 民族大度に投宿。

3月8日(土)鄭 州 一済源 快晴

8:55城 陛廟 へ。廟 内 を参観 した後 、附近 の文廟 へ 向か うが 、開放 され てい なか った。

10:00過 ぎ、 二七広 場近 くで開封灌 湯包 の ブ ランチ をす ませ 、 タク シー で鄭 州西 バ ス

ター ミナル へ。15分 ほ ど待 った後 、11:05そ の前 か ら古榮 郷行 きの322路 小 型バ ス に

乗 車。11:40紀 公 廟村 で下車。唐 宋元 明清 民国歴 代碑 刻 が ある とい う[文 図豫:5]が 、

錠 が か け られ てお り参観 で きない。村 人 に尋 ね る も、廟 内 には人 はい ない 、帰 宅 した 、

との こと。 古榮 郷 の各寺 廟参観 も予定 して いた が、今 後 の行程 を考 慮 して諦 める こ と

にす る。程 な く、復 路 の322路 がや って来 て市 内へ戻 り、13:00馬 路バ ス ター ミナル

へ
0

13:20済 源 行 きの 高速バ ス に乗 車。15:00頃 、黄河 を渡河 し、15:35済 源新 バ ス ター

ミナル 着。 タ クシーで 、15:55奉 仙観 着。 学 生で あ る旨 を告 げる と、学生 券 はな い と

(3)【 】 内の数 字 は
、後掲 の 「榮 陽 ・沁県 ・交城 現 存確 認 金 元碑 目録 」 のIDに 対応 す る。 【1-13】 な

らば 、表1のIDI3の 石 碑 で ある。
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言われ るが 、無

料で参 観 させ て

い た だ い た 。

!6:25参 観 を終

え、徒 歩で 済濱
　ん

厘月/＼016:407)、

ら 閉 門 直 前 の

17:55ま で 参 観 。

寝 宮 前 の 敷 地 を

取 り囲 む 形 で 碑

」正重↑ζ7うミ建 っ7う弍、 「[F三

方 形 の 碑 廊 の う

でう_1ヒイ員り(ノ)一一a1!(ノ)

み 、 つ ま り 寝 宮

の 両 脇 に10数

基 の 石 碑 が 嵌 め

込 ま れ る の み で 、

ほ か の 三 辺 の 碑

轟

▲
勇

▼

㍑ 囁晶

v轟

㍉

・辱

ぬ ヤ ド ニあ コ

幽 　借
.、 魂鐘 縁i懲 搾 簿 ンニ添 、 猟 一べ

・∴ 鼠 惑騰 y<齢誇 断
_∴ … 陣 ・∵ ∴ ・・、 ・三 辛、・㌧ ㌧1ミ'

写真2済 清廟寝宮(両 脇に碑廊がある)

廊には石碑はない。今後の整備が計画 されているものと思われ る。実際、境内の何箇

所かに整理中 とおぼ しき石碑が無造作に積み重ね られていたω。 また、済濱廟 の清源

門をくぐった先、2004年8月 整備 中の碑亭は、この時点ではまだ存在せず、金碑 も立

っていなかったことを補足 してお く。6路 小型バスで街の中心へ戻 り、金秋賓館に投

宿。

3月9日(日)済 源 一博愛 一晋城 快 晴

9:15王 屋 山行 きの ミニ バ スに乗 車。!0:35王 屋 山旅 游 区着。 しば らく徒歩 で紫 微宮

を 目指 す が、途 中 で ミニバ ン タ クシー に出 くわ した た め、チ ャー ターす る。11:05紫

微 宮着 。境 内 は、改 修 中。 ウイ グル 字 添 え書 きが ある こ とで も著名 な謙 旨碑 は 、煉 瓦

な どで支 え られ て横 向 き にLlっ てい る状態 で あった。11:50参 観 を終 え、王屋 山旅 游

区入 り口まで戻 り、12:!5陽 台宮 着。1時 間 ほ ど参観 。近 くで 昼食 をす ませ 、13:50済

源 市 内へ 向か う中型 バ ス に乗 車。

承留 郷 下観 村 の霊 都観 を参観 す べ く、14:30途 中 ド車。 村 人に 訊い た とこ ろ、麻姑

廟 が 山の 方に あ る ことはわ かった もの の、霊 都観 につ い ては 、要領 を得 な い。 下観 村

とい う と、それ な ら隣村 の学校 の中 にあ る、 との こ と。14:50幹 線道 路 に戻 り、徒歩

で下観 村 へ向 か う。 途 中、 自転車 に乗 った 二人 の女性 に、徒歩 で どの くらいか か るか

訊ね た と ころ、結構 か か るが、歩 け ない距 離 ではな い との答 え。 彼女 らは20mほ ど進

んだ後 、 戻 って きて、 私た ちは二 人乗 りで行 くか ら、 この 自転 車 を使 うよ うに、 と案

内 して くれ る こ とに。15:10霊 都観 着。 ここでの 目的 は、乙 巳年(1245)「 済源 霊都 観

給 文碑 」[藥 白(10)][陳 道(072)][祖 白(13)](碑i陰:人 徳 八年 「霊 都観 万 寿宮 図碑 」

('1)今後 は
、 こ う した未 整理 ・整理 中の 石碑 を どの よ うに確 認す るか も課 題 とな ろ う。

14



[文 図豫:176])・ 庚 戌年(1250)「 済源 霊都 宮謙 旨碑 」[陳 道(091)][中 金:5][中 金

目:8][祖 白(18)]で あ ったが 、見 当た らな い。 比較 的年 代 が新 しい と思 われ る石碑

が、石 段 と して再利 用 され てい るのみ で あった。 壮年 の教 員 は よ く事情 を知 らな い よ

うだ が、そ の後 、初 老 の村 人 に訊 ね る と、文 革 で破 壊 され た との こ とで あった(5)。15:30

同観 を後 に し、15:55幹 線道 路 ま で徒 歩。 程 な く市 内へ 向か う52路 がや って来 る。

16:30公 交 バ ス ター ミナル 着。次 の 目的 地 は晋城 で あ るが、済源 か ら晋城 のバ スは 、

一 日に午前 と午後一 便ず つ で
、14:30発 の 午後 の便 はす でに 出て しま って い る。 しか

し、 あ るいは 国道 まで 出れ ば洛 陽 か ら晋城 へ 向 か うバ ス をつ かま え るこ とがで きは し

ない か、 と考 えて 、バ イ クタ クシーで新 バ ス ター ミナルへ。 そ こで、バ ス の車掌 ・運

転 手 らに訊 ね る と、そ の うちの一 人が博 愛 か らな ら晋城 行 きのバ スが多 い か ら、そ こ

まで行 け ば よい、 との こと。17:00焦 作行 きの小型 バ スに乗 っ て博 愛 を 目指す。18:25

博 愛バ ス ター ミナル 着。 しか し、す で にバ ス ター ミナ ル の待 合 室 は閉 まっ てい る。●ミ

ニバ ンやバ イ ク タク シー の運転 手 に訊 ねた ところ、バ スは も うない が、こ こか ら数km

の月IL!駅 に行 けば20:00頃 の列 車が あ る と言 う。 バイ クタ クシー に乗 り、18:40月 山

駅 着。 しか し、時刻表 で確 認す る と、列 車(商 丘発 太原 行 き2502次)は22:37発 で あ

った。 後悔 の念 に駆 られ なが ら、 カ ップ麺 を買 って 夕食 に代 える。

定刻 よ り10分 ほ ど して列車 が到着 す るが 、乗 客 が降 りた とたん 、なん と車 両 の乗 降

ロ ドア が 閉 じられ て しま う。これか ら乗 り込 も うとす る乗 客や駅 員 が右往 左往 す る 中、

と うと う、車 両の窓 か ら乗車す る ことに。 中国 の列車 の窓 は 、ホ ーム か らだ と一般 成

人 の背 丈 よ り高い。 車 両内の乗 客 、本駅 で の乗 車客 、駅員 の見事 な連 携 に よ り、無事

全 員が 乗車 で きた。 そ の ときは、 それ どころで はな か ったが 、振 り返 ってみ るに、北

京 ・上海 は もちろ ん、 中 く らいの地 方都 市 で もみ られ な くな った在 りし 日の中国 が体

験 で き、か な り貴重 な経験 で あ った と思 う。23:50頃 、晋城 駅着 。 ホ ームの端 か ら駅

を出、真 っ暗 な ところ でわず か数 台の タ クシー が客 引 きを してい る状 況 に衝 撃 を受 け

るが、 近 くに いた女性 が駅正 面へ誘 導 して くれ る。 ミニバ ス で市 内へ 向か い、先 ほ ど

の女性 が推薦 して くれ た鳳 台賓館 に投宿。

3月10日(月)晋 城 ・沢州 一長治 晴

バ スで の移 動 を試 み るが、青 蓮寺行 きのバ スが ない た め、9:30ミ ニバ ンをチ ャー タ

ー す る。10:30青 蓮 寺着。1時 間 ほ ど境 内 を見学。12:40高 都 鎮東 嶽廟 を訪 れ るが 、閉

門 してい るた め、参観 をあ き らめる。13:15府 城 関帝廟 。戯 台や 多数 の清碑 が あ るが

金 元碑 は存せ ず。

14:10府 城 村 玉皇廟 。廟 は小 高 い丘 の上 に建っ が 、坂 の手前 で、入 場券 を購 入 す る

よ う言 われ るので購 入。 玉皇廟 に入 る と、 また入 場券 を購入 す るよ う言 われ る。 下 で

購 入 した と言 うと、それ は下 の財 神 閣 の入 場 券 だ と言 う。確 かに 下に は楼 閣が建 っ て

い る し、入 場券 を改 め て確 認す る と財 神 閣 と明記 してあ った。仕 方 な く、新 た に入 場

券 を購 入す る。廟 内の宋 金元碑 を検 分。14:40ミ ニバ ンに乗 り、次 の 目的地 へ 向かお

うとす る と、突 然 三人 の老人 が何や ら喚 きなが ら、 ミニバ ンの前 に躍 り出 て きた。 う

(5)た だ し
、[文 図豫:176][王 屋 志:121]は 「霊都 観 万寿 宮図 碑」を含む 歴代 碑 刻が 残 る と してお り、

あ るい は1990年 頃 ま では 同観 に残 って い た可能 性 もあ る。
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ち一人 は松葉 杖 を振 りか ざ し、 ミニバ ンの行 く1-"を塞 ぐ。 あっ けに と られ てい る我 々

に、駐 車場 を払 え と要求 して くる。運 転 手が 、 しば ら くや り合 うが、行 く手 を塞 がれ

てい る以 」二、事態 打 開策 はな い。 運転fが2元 ほ ど渡す と、 通行 させ て くれ た。

16:05南 村 鎮 二仙 廟 へ。 現在 は 司近 村 衛 生庁 ・老 齢委 員会 と して利用 され て い る。

市民の憩 い の場 とな ってお り、屋 内 か らは麻雀 の牌 の 音が聞 こえて く る。 清碑 が確認

され るだ けで あった。市内へ 戻 り、16:30、 晋城1{f博 物館 へ 向か うが 、あい に く休 館 日

で あ った。

17:00長 治行 きの 中型 バ スは、晋城 市 バ スター ミナル を出 発、19:00に 長 治市バ ス タ

ー ミナル 着
。 附近 の福 泰和麗 都賓食}甘に投宿 。 ホテ ルの レス トランで夕 食。 久 々の ま と

もな食 事に箸 が進 ん だ。

3月!1日(火)長 治 一沁 県 曇 時 々雨

8:55タ ク シー をチ ャー ターす る。9:15長 治県正 覚 与へ。錠 がか け られ て い るが、村

人 が開 けて くれ る。3基 の残 碑 が あるが 、1基 が確認 でき ない ほか は、明清 碑。 この 後

は、市 区 を廻 る予定 だっ たが、運 転 アが 県 区出身 で県 区の 寺廟 に詳 しい とい うので 、

案 内 して も ら うこ とにす る。10:15五 龍 山へ。乾隆 碑が確 認 で きた。10:50如 意 寺。最

近殿 宇 を改築 す る際 に出 一ヒした とい う明代碑 記が横 たわ って い るほか 、建築 の 石柱 に

Llを 惹 かれ た。11:40黄 梅 寺。数 基残 る清 碑 か ら、 同 寺が以 前は 文廟 だ った こ とが知

られ る。1司寺 の和 尚 さん もタ クシー に同 乗 して1ff」内へ戻 る。12:35市 内 の紅梅 寺へ。

13:15観 音堂へ 到着

す るが 、閉 門中 なので

参 観 は あ き ら め る 。

13:35博 物 館 へ行 くが 、

昼 休 みf#1で14:00に 田1

館 す る と の こ と 。13:`i

二 賢 廟 。 清 碑 が 確 認 さ

れ た 。1・1:15瀦 安 府_1

党iliレ＼。 往 田fの 瀦 安 府

の 情 景 が 偲 ば れ る 。 嘉

靖12年(1533)「 新1}}1

2路安 ノf守7台言己」 カミ1立二つ0

14:30、 城 陛 廟 。 、鑑∠派 な

建 築 に 目 を 奪 わ れ つ つ 、

急 ぎ 足 で 歴 代 碑 刻 並 び

墓 誌 を 検 分 す る 。15:15

h甑

蝋
難
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編

、
曝

≧

辱

・垂
㍉

ミ
墨

～

、

褻

矧

一 メ
i麟鍵 欄 羅編灘 認…

ハ.,ゐと

し ギ 　 なても お 　 　ひ ヂ ヤへ け み な へ こryuk.<)ｧ

ヤ ちき ナ ヤ キモ キや ヤ ヤ こち
ノナ し ぐ

・ 、～鱈'ざ継＼ 爆 ㌦ ・': ,阜ご

∴ 、 ・・ 二 ∵駐 』 … 凶 越

写 真3

懸醗 轟

妻

.彗 魅

爵

講

ノへみ ゾ げ ち

醜 。灘 臨 瀦1:}撫 糟f.軸

、 、 ㍗ バゴ ㌧、'、 鱒

や ち 　 ヤ

,死,記 '.ご ∵'.s..,

'ヤ ノ 、

瀦安府L党 門

再 び博物 館 へ戻 る。 ここで タ クシー 代 を精算。 博物 館 の展 示で 目を惹 い たの は、歴 代

墓 葬展 示の金 元墓 及 びそ の壁画 で あっ た。

人力 車でバ ス ター ミナル へ。16:30太 原 行 きの 中型バ スに 乗 り、18:00沁 県着。新 世

紀 大酒店 に投 宿。
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3月12日(水)沁 県 一太原 雪 の ち曇

雪が 降 ってお り、

北 上 して きた こ と

を実感 す る。8:45

県城 西 の ダムの先

に ある南 浬水 石刻

館 へ。1957年 に発

現 した北魏～宋代

の審蔵の仏像 ・石

塔 ・碑刻が展示さ

れている。「碑砺拓

片展覧」では、大

定29年 「沁州銅軽

縣王可村修建 昭慶

院記」・貞祐2年

(1214)「洪済寺額

記」(以上二碑 とも

に上戯が尚書省礼

晦 も

幽.虚
ソ ア 　 れ

櫓零

を ぶ
x

,誌 .、、 晦 賢 編 麟
、嚇r

く　 　 　 なち

藤 ボ 瓶 ・ 螺'こ"n v.・x�

ぐ い ゆ が ヂ　 へ ゆ ヂみ

義霜:～遍L遜1㌧ 一
輔 噸一'

慧

通 婁

、 翫

、贈"

謝
"譜'

な ボな タ ヤ

樋鯨
写真4南 浬水石刻館

部牒)・ 至元21年(1284)「 大 元国沁 州銅 革是縣 王 可村河唐 録 部整(?)」 の拓本 が展 示

され て いた。奥 には碑廊 があ り、元豊3年(1080)「 威勝 軍新 建蜀 蕩JL將 □ □□關侯 廟

記」・大 定15年 「霊岩 院 勅黄記 」【2-1・2】 及 び拓本 が展 示 され てい た 「沁 州銅 靱縣 王

可村修 建 昭慶 院記 」【2-3・4】 が 立っ。10:25タ クシー をチ ャー ター して、西湯 郷 南牛

寺村 の龍 珠寺 へ。雨雪 に よって道 が悪 くな って い るた め、途 中 か ら徒歩 で。11:30着 。

改修 中 の境 内で 明清碑 を確認 。僧 侶 の方 にお茶 を ごちそ うにな り、殿 宇 の改築 中 に出

土 した とい う木彫 りの仏像 を見せ て いた だ く。12:10寺 を後 にす る。

13:40県 城 に戻 り、国道208号 沿 いで太 原行 きのバ ス を待 つ。数 分 で 中型バ ス が到

来 、無事 乗車 す る。16:30太 原市 建南 バ ス ター ミナ ル着。 公 共バ ス で太原駅 へ。 井州

飯店 に投宿 。

3月13日(木)太 原 一交城 一太原 一北京 雪 の ち曇

8:15タ クシー で太原 西バ ス ター ミナル へ 向か う。本 日の 目的地 は交城 県 の古刹 玄中

寺 で あ る。 運転 手 の薦 めで 、3kmほ ど郊外 でバ ス を待 つ こ とにす る。 これ は、バ スが

市内 で客 引 きをす るた め、時 間 を ロス して しま うか らで ある。8:40離 石 行 きの ミニバ

スに乗 車 、9:40交 城バ ス ター ミナル 着。 ミニバ ンで 玄中寺 へ向 か う。幹線 道 路 か ら山

道 に入 っ て しば らく してか ら、運 転手 が 、考 え ていた よ り遠 い 、当初 決 めた20元 で は

少 なす ぎる、上乗せ しろ、と言 っ て くるが 、取 り合 わ ない。若 干 険悪 な雰 囲気 の まま 、

10:00玄 中寺着。 駐 車場 に は客待 ちの タ クシー な どみ えなか った が、最 悪徒 歩 で幹線

道 路 まで 下山す れ ば よい と判 断 して、運 転 手 に20元 を払 って 引 き取 って も ら う。

境 内は 多 くの箇所 で改 修 中で あった。 しか しなが ら、奥 手 の山腰 か ら雪 に彩 られ た

玄中寺 を眺 め る と、古刹 の名 にふ さわ しい ことが実感 され た。 大雄 宝殿 の前 に2基 の

碑 亭が あ り、右 側 に は、至順3年(1332)重 刻 の元和8年(813)碑 が、左 側 に は泰和
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4有 三(1204)」 重亥り

(ノ)131]ノ亡29・を「(741)

碑 が 、それ ぞれ 収

め られ る。 大雄 宝

殿 の外側 壁 には5

基 の石碑 が 嵌 め込

まれ る。そ の うち、

1基 は、 泰和7年

「章宗 皇帝遊 仰 山

御 製」(天 暦3年

刊)【3-9】で ある。

千佛 閣の 下手 に あ

る改修 中の建物 の

中 に歴 代碑 刻 が 並

ん でい る。 元碑 と

して は 、1289年

「交城 県 石壁 山 玄

中 寺 フ ビライ聖 旨

写真5玄 中寺

寅、・i謙

、濾麟 黛

碑J【3-6】 ・至元15年 「大龍 山 イ1壁寺 圓明/l}1、¥遺行 之碑」 【3-4】・辛卯年 「中 書省 疏」

【3-!】・至元11年r宣 慰 謝 公述修 考批 功徳 之 記」 【3-5】・元 貞元{}三 「宣授 太原路 都僧

録安公 行碑 」【3-7】・大徳11年 「宣授 一ヒ都路 都僧 録寛 公/一 一丁7一記 」【3-8】が確 認 され た。

壁 と石碑 との間が狭 い た め、一番 端 に 立つ 聖 旨碑 の碑 陰 が よ うや く視 認で き るほか 、

他 の碑 陰 は ほ とん ど視認 が不 可能 で あ った。 境 内の参 観 を終 え、 山門 を出 る と、壁 に

4基 の石 碑 が嵌 め込 まれ てい る。 元碑 と して は、甲辰年 「鎌 旨 ・鈎 旨碑 」【3-3】・辛卯

年 「公 拠碑 」 【3-2】 が確 認 され た。

事務室 で[刹 玄中]を 購人 した折 り、職 員の 方が 帰 りの足 の心配 を して くれ 、幹線

道路 ま でバ イ クで送 って いただ いた。11:55幹 線 道路 に出 る。 程 な く紛 陽発 太原 行 き

の 中型 バ ス が到来。13:10太 原 市西 バ ス ター ミナ ル 着。13:30山 西人 民出版 仕 ・山西古

籍 出版 社 の 出版 祉 ビル へ 向か うが、14:30ま で昼休 み との こ と。 そ こで、 まず昼 食 を

と り、井州 飯店 で預 けてお いた荷 物 を受 け取 る。15:00出 版 社 ビル へ 向か う。快 く対

応 して いた だ き、後ri、 探 索本 の在庫 を確 認 した 上で、連 絡 を も ら うこ とにな る。

15:40長 距離バ ス ター ミナル。16:20発 、北 京行 きの大型 バ スは 出発 し、夜 半 に北京

麗沢橋 バ スター ミナル 着。バ ス とタ クシー を乗 り継 いで宿 舎 に帰還 、2年 間の 中国滞

在 中最 後 とな る調 査旅行 を無事終 える こ とが でき た。

(ふなだ よしゆき 日本学術振興会特別研究員 ・東京大学)
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